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※ 次回の「弘法さん」縁日は令和７年９月１２日 (金 ) です。

  

八
月
で
す
。
今
年
の
夏
も
酷
暑
で
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

二
〇
二
二
年
か
ら
「
尾
張
名
古
屋
・
歴
史

街
道
を
行
く
ー
社
寺
城
郭
・
幕
末
史
—
」

を
お
送
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
名
古
屋

城
下
町
を
起
点
に
広
が
る
脇
街
道
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。
今
月
は
下
街
道
沿
い

の
史
跡
、
志
段
味
古
墳
群
と
味
美
古
墳
群

で
す
。

★
志
段
味
古
墳
群
と
味
美
古
墳
群

  

犬
山
界
隈
か
ら
南
の
熱
田
に
か
け
て
の

一
帯
に
散
在
す
る
古
墳
群
を
訪
ね
て
み
ま

し
ょ
う
。

  

下
街
道
の
経
路
に
当
た
る
春
日
井
、
守

山
は
、
早
く
か
ら
人
々
が
住
み
始
め
た
地

域
で
す
。

  

春
日
井
の
縄
文
遺
跡
で
あ
る
篠
木
遺
跡

で
は
約
五
千
年
前
に
土
器
が
作
ら
れ
て
い

た
痕
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
紀
元
前
後
に

は
庄
内
川
沿
い
で
米
作
り
も
始
ま
り
ま
す
。

　

二
世
紀
頃
に
は
銅
鐸
が
使
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
後
春
日
井
の
味
美
一
帯
に
多
く
の
古

墳
を
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
中
で

も
六
世
紀
初
の
二
子
山
古
墳
は
大
規
模
な

前
方
後
円
墳
で
す
。

  

律
令
制
の
下
で
春
日
部
郡
、
春
日
部
荘

が
誕
生
し
、
条
里
制
の
集
落
と
荘
園
が
で

き
ま
し
た
。
近
隣
に
は
社
寺
が
建
立
さ
れ

ま
す
。
古
代
に
は
内
々
神
社
が
誕
生
し
、

七
二
二
年
に
円
福
寺
が
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

一
二
六
四
年
に
地
蔵
寺
、
一
三
二
八
年
に

密
蔵
院
、
一
四
八
六
年
に
泰
岳
寺
と
、
こ

の
地
域
の
古
刹
が
創
建
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

  

下
街
道
沿
い
に
は
複
数
の
古
墳
群
が
あ

り
ま
す
。
四
世
紀
後
半
築
造
と
推
定
さ
れ

る
白
鳥
塚
古
墳
は
守
山
に
あ
る
志
段
味
古

墳
群
の
ひ
と
つ
で
す
。
前
方
後
円
墳
頂
上

部
の
葺
石
に
白
色
珪
石
が
使
わ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
白
鳥
塚
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、
尾
張
名
所
図
会
に
は
「
白
鳥
山
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
味
美
古
墳
群
と
味
鋺
古
墳
群

  

志
段
味
古
墳
群
の
西
に
は
春
日
井
の
味

美
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。
尾
張
有
数
の
規

模
を
誇
る
二
子
山
古
墳
を
は
じ
め
、
白
山

神
社
古
墳
、
御
旅
所
古
墳
、
春
日
山
古
墳

な
ど
十
数
基
か
ら
な
る
古
墳
群
で
す
。

　

そ
の
南
、
味
鋺
神
社
周
辺
に
も
味
鋺
古

墳
群
が
あ
り
ま
す
。
周
辺
は
「
百
塚
」
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
古
墳
が
多
か
っ
た
一
帯
で

す
。

  

味
鋺
古
墳
群
で
は
、
前
方
後
円
墳
が
白

山
薮
古
墳
、
味
鋺
大
塚
古
墳
、
味
鋺
長
塚

古
墳
の
三
つ
。
円
墳
が
岩
屋
堂
古
墳
、
伊

勢
山
古
墳
で
す
。
ま
た
、
そ
の
他
に
無
名

塚
を
含
め
た
二
十
四
基
の
塚
が
古
墳
と
思

わ
れ
ま
す
。

  

大
規
模
な
古
墳
群
の
存
在
は
被
葬
者
と

大
和
王
権
の
結
び
つ
き
を
示
し
ま
す
。
六

世
紀
初
頭
の
二
十
六
代
継
体
天
皇
の
即
位

に
尾
張
氏
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
二

子
山
古
墳
は
継
体
天
皇
陵
と
伝
わ
る
今
城

塚
古
墳
と
二
分
の
一
の
相
似
形
を
な
し
て

い
ま
す
。

  

犬
山
の
東
之
宮
古
墳
、
青
塚
古
墳
群
、

そ
の
南
の
志
段
味
古
墳
群
、
味
美
古
墳
群
、

味
鋺
古
墳
群
と
連
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
南

下
す
る
と
名
古
屋
東
部
古
墳
群
を
経
て
熱

田
古
墳
群
に
至
り
ま
す
。

  

こ
の
南
北
の
線
上
は
、
古
代
に
お
い
て
、

木
曽
川
の
氾
濫
原
や
伊
勢
湾
の
海
岸
線
に

か
か
ら
な
い
地
域
で
あ
り
、
か
つ
東
部
丘

陵
地
帯
の
台
地
上
、
あ
る
い
は
麓
に
あ
た

り
、
大
和
王
権
と
つ
な
が
る
尾
張
氏
が
居

住
し
、
集
落
を
形
成
し
て
い
っ
た
地
域
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

★
下
街
道
沿
い
の
寺
社
仏
閣

  

早
く
か
ら
人
々
が
住
み
、
豊
か
だ
っ
た

こ
の
地
域
に
は
、
社
寺
が
築
か
れ
、
織
田

氏
、
豊
臣
氏
、
徳
川
氏
と
の
由
来
話
も
残

り
ま
す
。

  

内
々
神
社
は
景
行
天
皇
時
代
創
建
の
古

社
で
す
。
東
国
平
定
を
終
え
た
日
本
武
尊

が
内
津
峠
を
行
軍
時
に
、
早
馬
で
駆
け
て

き
た
従
者
か
ら
副
将
軍
建
稲
種
命
が
亡
く

な
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
「
あ
あ
現

哉
々
々
（
う
つ
つ
か
な
）
」
と
嘆
き
、
建

稲
種
命
を
祀
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
一

五
七
五
年
に
焼
失
し
た
も
の
の
、
豊
臣
秀

吉
が
再
建
し
ま
し
た
。

  

内
津
峠
を
越
え
る
道
が
下
街
道
で
す
。

名
古
屋
城
下
と
中
山
道
を
結
ぶ
往
還
道
と

し
て
賑
わ
い
、
内
津
は
宿
場
町
で
も
あ
り

ま
し
た
。

  

一
三
二
八
年
開
創
の
密
蔵
院
は
、
十
五

世
紀
半
ば
に
最
盛
期
を
迎
え
、
塔
頭
三
十

六
坊
の
七
堂
伽
藍
、
学
徒
三
千
人
超
、
末

寺
は
尾
張
、
美
濃
を
中
心
に
十
一
ヶ
国
七

百
ヶ
寺
に
及
ぶ
大
寺
院
で
し
た
。
天
台
宗

の
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、
織
田
信
長
が
延

暦
寺
と
敵
対
し
た
影
響
で
衰
退
し
ま
す
が
、

江
戸
時
代
に
住
職
珍
祐
が
名
古
屋
城
三
之

丸
東
照
宮
の
別
当
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

再
興
し
ま
す
。

  

瑞
雲
寺
は
一
四
二
九
年
創
建
で
す
。
織

田
信
長
の
父
で
あ
る
信
秀
が
寺
領
を
寄
進

し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。
一
五
八
四
年
、
小

牧
長
久
手
の
戦
い
で
火
災
に
遭
い
ま
す
が
、

江
戸
時
代
に
復
興
さ
れ
ま
す
。

  

林
昌
寺
の
創
建
時
期
は
不
明
で
す
が
、

梵
鐘
は
一
四
八
九
年
に
造
ら
れ
た
も
の
で

す
。
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
八
九
年
）

に
織
田
信
雄
が
父
信
長
の
大
法
会
を
清
洲

総
見
院
で
行
っ
た
際
、
熱
田
に
あ
っ
た
こ

の
梵
鐘
を
総
見
院
に
納
め
、
後
に
林
昌
寺

に
移
さ
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

  

一
五
五
二
年
創
建
の
林
昌
院
に
は
、
桶

狭
間
の
戦
い
の
際
に
織
田
信
長
が
戦
勝
祈

願
を
命
じ
ま
し
た
。
一
六
六
三
年
、
尾
張

藩
祖
義
直
が
奉
安
し
た
秋
葉
権
現
を
祀
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

  

麟
慶
寺
は
一
五
九
六
年
の
開
山
で
す
。

当
初
は
三
台
寺
と
称
し
、
後
に
慶
林
庵
と

な
り
、
一
七
二
六
年
に
麟
慶
寺
に
改
称
し

ま
し
た
。
麟
慶
寺
は
木
曾
御
嶽
山
を
開
い

た
覚
明
行
者
の
菩
提
寺
で
す
。

  

覚
明
行
者
は
一
七
一
八
年
、
春
日
井
荘

の
生
ま
れ
で
す
。
春
日
井
荘
を
通
る
下
街

道
は
木
曽
御
嶽
山
に
も
通
じ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
地
域
で
は
江
戸
時
代
に
御
嶽
講
が
広

が
り
ま
し
た
。
玉
野
御
嶽
神
社
を
は
じ
め
、

御
嶽
神
社
が
複
数
あ
り
ま
す
。

★
水
野
街
道
と
定
光
寺

  

来
月
は
水
野
街
道
と
定
光
寺
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。
乞
ご
期
待
。
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「手配り」 は縮小しました。

「山門」 にかわら版を

入れた台を置きますので、

ご自由にお取りください。
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※ 次回の「弘法さん」縁日は令和７年９月１２日 (金 ) です。

　

ႏ
さ
ǜ
、
こ
ǜ
に
ƪ
は
。
八
月

で
す
。
ཹ
暑
が
ዓ
い
て
い
ま
す
。

熱
ݧ
၏
な
ど
に
ൢ
を
˄
け
て
、
く

れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　

か
わ
ら
༿
で
は
日
ࠝ
会
話
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
ʿ
૙
ဇ
ᛖ
を
ご

ኰ
ʼ
し
て
い
ま
す
。
ჷ
ら
ƣ
ჷ
ら

ƣ
の
う
ƪ
に
使
っ
て
い
る
ʿ
૙
ဇ

ᛖ
。
そ
れ
だ
け
日
本
人
の
生
෇
に

๋
け
ᡂ
ǜ
で
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

൑
年
酷
暑
は
ӈ
し
さ
を
ف
し
て

い
ま
す
。
天
ͅ
だ
け
は
ᛡ
に
も
平

ሁ
に
及
び
ま
す
。
大
٭
で
す
ね
。

と
ᚕ
っ
て
使
っ
た
「
平
ሁ
」
と
い

う
ᚕ
葉
も
ʿ
૙
か
ら
生
ま
れ
た
ᚕ

葉
で
す
。

　

お
᣷
ᡍ
ಮ
の
生
き
た
時
代
の
Ǥ

ȳ
ȉ
に
は
ǫ
ᶌ
ǹ
Ȉ
と
い
う
៲
分

制
ࡇ
が
あ
り
ま
し
た
。
Ȑ
ȩ
Ȣ
ȳ

（
宗
૙
者
）
ǯ
Ƿ
ᶆ
Ȉ
Ȫ
Ǣ
（
王

ᝮ
ଈ
）、
ȴ
ᶀ
Ǥ
Ƿ
ᶆ
（
ՠ
߻
者
）、

Ƿ
ᶇ
ᶌ
ȉ
ȩ
（
ڢ
ᨳ
）
と
い
う
四

᨞
ኢ
か
ら
な
り
、
Ȑ
ȩ
Ȣ
ȳ
、
ǯ

Ƿ
ᶆ
Ȉ
Ȫ
Ǣ
は
ほ
ǅ
ӷ
З
。ȴ
ᶀ
Ǥ

Ƿ
ᶆ
ˌ
下
は
៲
分
が
˯
く
、
៲
分

の
ᢌ
う
者
ӷ
ٟ
が
話
を
し
た
り
、

ࣾ
愛
や
結
۟
は
あ
り
え
な
い
話
で

し
た
。
し
か
し
、
ǯ
Ƿ
ᶆ
Ȉ
Ȫ
Ǣ

の
お
᣷
ᡍ
ಮ
は
៲
分
を
ॖ
ᜤ
す
る

こ
と
な
く
、
ȴ
ᶀ
Ǥ
Ƿ
ᶆ
に
も

Ƿ
ᶇ
ᶌ
ȉ
ȩ
と
も
ᚃ
し
く
˄
き
ӳ

い
ま
し
た
。

　

お
᣷
ᡍ
ಮ
は
、
៲
分
や
ծ
फ
を

分
け
る
の
は
人
間
の
分
別
心
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
い
う
分
別

心
が
ഒ
や
ؓ
ბ
や
ծ
फ
や
प
み
や

ᒊ
し
み
の
ఌ
เ
で
あ
る
と
᛼
し
ま

し
た
。
分
別
心
が
な
け
れ
ば
平
ሁ

心
が
生
ま
れ
、
ഒ
や
ؓ
ბ
か
ら
ᚐ

્
さ
れ
、
ծ
も
फ
も
な
く
、
प
み

や
ᒊ
し
み
を
生
ま
な
い
と
᛼
し
ま

し
た
。

　

か
な
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
ˌ

下
は
ܱ
話
で
す
。
Ꭾ
覚
に
ᨦ
が
い

の
あ
る
ᒉ
者
が
が
௦
大
学
を
受
᬴

し
ま
し
た
。
そ
の
受
᬴
生
は
ᒍ
ᛖ

の
Ȓ
Ǣ
Ȫ
ȳ
ǰ
Ȇ
ǹ
Ȉ
に
お
い
て

ᨦ
が
い
に
ᣐ
ॾ
し
た
形
で
受
け
ら

れ
な
い
か
と
大
学
に
相
ᛩ
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
大
学
は
「
μ
て
の

学
生
が
平
ሁ
な
条
ˑ
で
受
᬴
す
る

こ
と
が
前
提
で
す
」
と
告
ƛ
、
失

ஓ
し
た
そ
の
ᒉ
者
は
結
ޅ
受
᬴
を

᛹
め
ま
し
た
。

　

こ
の
Ј
来
ʙ
は
や
が
て
社
会
բ

᫆
҄
し
、
ˌ
後
、
ᨦ
が
い
に
対
し

て
「
ӳ
ྸ
ႎ
な
ᣐ
ॾ
」
が
൭
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ᨦ
が

い
ሁ
に
対
ࣖ
し
て
ӳ
ྸ
ႎ
に
ᛦ
ૢ

す
る
こ
と
が
平
ሁ
で
あ
り
、
ҥ
ኝ

平
ሁ
は
平
ሁ
で
は
な
い
と
い
う
社

会
ႎ
な
ᛐ
ᜤ
が
ේ
ᡢ
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

人
権
と
も
᧙
̞
す
る
こ
う
し
た

「
平
ሁ
」
ಒ
ࣞ
は
現
代
に
な
っ
て

誕
生
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
が
ƪ
で

す
が
、
今
か
ら
千
二
百
年
前
、
最

຋
さ
ǜ
は
「
法
ᓙ
ӊ
ष
」
の
中
に

ഏ
の
よ
う
な
ᚕ
葉
を
遺
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

୹
く
「
お
よ
そ
ࠀ
別
（
し
ᵼ
ǂ

つ
）
な
き
の
平
ሁ
は
ʿ
法
に
᪯
ƥ

ƣ
。
फ
平
ሁ
の
Ǐ
え
に
。
平
ሁ
な

き
の
ࠀ
別
も
ʿ
法
に
᪯
ƥ
ƣ
。
फ

ࠀ
別
の
Ǐ
え
な
り
」

　

最
຋
さ
ǜ
の
文
ᇘ
に
ႇ
場
す
る

「
ࠀ
別
」
は
現
代
ဇ
ᛖ
の
「
ࠀ
別
」

で
は
な
く
、
「
ғ
別
」
や
「
ᢌ
い
」

と
ᚕ
っ
た
ॖ
味
で
す
。
「
ಮ
々
な

ᢌ
い
や
ࠀ
ီ
を
ᛐ
め
な
い
平
ሁ
は

ʿ
ಮ
の
૙
え
で
は
な
く
、
間
ᢌ
っ

た
平
ሁ
で
あ
る
」
と
い
う
文
ॖ
か

と
思
い
ま
す
。
ʿ
૙
ဇ
ᛖ
か
ら
誕

生
し
た
本
来
の
「
平
ሁ
」
は
、
人
々

の
ࠀ
ီ
を
無
ᙻ
し
た
ҥ
ኝ
平
ሁ
で

は
な
い
よ
う
で
す
。

　

ᩋ
は
μ
て
の
ᒬ
木
に
平
ሁ
に
ᨀ

り
ද
Ɨ
ま
す
。
大
き
な
ᒬ
木
は
多

く
の
ᩋ
൦
を
受
け
、
小
さ
な
ᒬ
木

は
ݲ
な
い
ᩋ
൦
を
受
け
ま
す
。
も

し
、
ᒬ
木
の
大
小
に
᧙
̞
な
く
μ

て
の
ᒬ
木
に
ӷ
᣽
の
ᩋ
൦
が
ᨀ
り

ද
ぐ
こ
と
に
な
れ
ば
、
大
き
い
ᒬ

木
に
ᢘ
᣽
の
時
は
小
さ
い
ᒬ
木
は

൦
ේ
し
に
な
り
、
小
さ
い
ᒬ
木
に

ᢘ
᣽
の
時
は
大
き
い
ᒬ
木
は
൦
不

ឱ
と
な
り
ま
す
。

　

ᨀ
り
ද
ぐ
ᩋ
᣽
が
ီ
な
っ
て

も
、
ʿ
૙
ႎ
ဇ
ᛖ
ႎ
な
ॖ
味
で
「
平

ሁ
」
に
ᨀ
り
ද
ぐ
ᩋ
は
、
μ
て
の

ᒬ
木
を
Ꮛ
み
、
ᕤ
ᒬ
や
஬
木
な
ど
、

そ
れ
Ƨ
れ
の
ᒬ
木
な
り
の
役
割
を

果
た
し
ま
す
。

　

で
は
ま
た
来
月
。

è




